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人　口	 35,302人	（ー13） 15歳未満	 4,987人	（ー12）

65歳以上	 9,259人	（＋５）

平均年齢	 45.3歳

　男	 17,034人	（ー１）

　女	 18,268人	（ー12）

世帯数	 15,511戸	（±０）
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　11月19日に中学生議会を開催しました。藍住中学校と藍住東中学校の生徒が中学生議員として、町に提案や要望など様々な質
問をしました。
　通常議会と同じく、町からは髙橋町長ほか全員が出席していたこともあり、中学生議員の皆さんは少し緊張している様子でし
たが、演壇に立つと堂々と質問をしていました。また、質問後も町が答弁する内容を真剣な眼差しで聞いている姿が印象的でした。

（関連記事　10ページ）

藍住町の未来を考える藍住町の未来を考える
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年末年始の粗大ごみの受入について年末年始の粗大ごみの受入について
期　日 受入時間 備　　考 ●�29日(日)と30日(月)は特に

混雑が予想されます。例
年、周辺道路の渋滞が発
生して住民の皆さんにご
迷惑をおかけしています。
混雑緩和のため、なるべ
くこの日以外の持込みに
ご協力をお願いします。

12月21日(土)
午前９時～正午 「粗大ごみ」以外

持込みできません12月29日(日)
12月30日(月)
上記以外の平日 午前９時～午後４時 通常どおりです

12月31日(火)から1月5日（日）まで 休業日
１月６日(月)から 通常どおりです

※詳細は「ごみ収集カレンダー・ごみ分別ガイドブック」でご確認ください。
　町ホームページからもご覧いただけます。

問 西クリーンステーション(☎６９２・７４１１)

　ごみ集積場所から資源ごみを持ち去る行為が発生しています。
　資源ごみ等の持ち去りは、「藍住町廃棄物の処理及び清掃に関する条例」第７条の２の規定により禁止され
ています。
〇資源ごみとは
　缶・びん・ペットボトル・古紙・金属類・廃プラスチック類
〇持ち去り行為を見かけた場合
　１. 持ち去り行為の日時、場所、持ち去った者や車両の特徴などの情報を下記までご連絡ください。
　２.  トラブルを避けるために、持ち去り行為を行っている者に接触したり、車両を制止したりしないでく

ださい。
問 生活環境課(☎６３７・３１１６）　西クリーンステーション(☎６９２・７４１１)

資源ごみ等の持ち去りは禁止されています資源ごみ等の持ち去りは禁止されています

◆ ◆ ◆ 年 末 年 始 の 業 務 案 内 ◆ ◆ ◆
業務最終日 業務開始日

役場窓口業務
※休業期間中の戸籍に関する届出は当直者がお預かりします。 12月27日（金） １月６日（月）

証明書コンビニ交付サービス 12月28日（土）
午後11時まで

１月４日（土）
午前６時30分から

ごみ収集
※�粗大ごみの受付については、下の記事「年末年始の粗大ごみの
受付について」をご覧ください。

燃やせるごみ
南地区��12月29日（日）
北地区��12月30日（月）
廃プラスチック類
12月25日（水）

燃やせるごみ
南地区��１月６日（月）
北地区��１月７日（火）
廃プラスチック類
１月８日（水）

し尿の取扱い 12月27日（金） １月６日（月）
町民体育館 12月27日（金） １月５日（日）
体育センター 12月27日（金） １月５日（日）
勤労女性センター 12月27日（金） １月４日（土）
藍翠苑 12月27日（金） １月６日（月）
図書館 12月28日（土） １月５日（日）
消費生活センター 12月27日（金） １月６日（月）
藍の館 12月28日（土） １月４日（土）
総合文化ホール 12月27日（金） １月５日（日）
保健センター（総合文化ホール内） 12月27日（金） １月６日（月）
史跡勝瑞城館跡展示室 12月28日（土） １月４日（土）
あいずみ藍工房 12月27日（金） １月６日（月）

町ホームページ
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放課後児童クラブ（放課後児童健全育成事業）申込受付放課後児童クラブ（放課後児童健全育成事業）申込受付
　令和７年度の入会児童を次のとおり募集します。
対象児童　 保護者が就労等により日中家庭にいない 

小学１年生から６年生までの児童
受付期間　12月23日（月）～令和７年１月17日（金）
　　　　　 午前９時～午後６時（日・祝日・年末年

始を除く）
受付場所　 富吉児童館　勝瑞児童館　奥野児童館　

住吉児童館　西部児童館

必要書類　 申請書、就労証明書等
利用開始　令和７年４月１日（火）から
利用日時　小学校登校日　放課後～午後６時
　　　　　小学校休業日　午前７時30分～午後６時
　　　　　（日・祝日・年末年始は休館）

※ 実施案内、申請書類等は、各児童館、福祉課でお渡しできます。 
また、町ホームページでもダウンロードが可能です。

※ 入会決定は、判定基準により行います。申込順ではありません。
※ ５月以降の入会は、希望月の前月10日までに申請をしてください。
※ その他詳しいことは、事業実施案内をご覧ください。　　　　　　　　　　　 問 福祉課 （☎６３７・３１１４）

　児童手当制度の改正により、新たに受給対象となる方や、支給金額が変更になると思われる方には、既に通知
をしていますが、申請書が届かない方で、次の①、②に該当する場合は、期限までに手続をしてください。
　詳細は、町ホームページをご覧いただくか、福祉課までお問い合わせください。
①�新たに受給資格が生じる方
　・所得上限限度額超過により特例給付の対象外である場合
　・高校生年代の子のみを養育している場合
②新たに多子加算を受ける方
　・大学生年代の子及び高校生年代以下の子を合わせて３人以上養育している場合
　※大学生年代とは、平成14年４月２日から平成18年４月１日生まれの子。
【申請期限】　令和７年３月31日（月）まで
※この日を過ぎると、令和６年10月支給分から遡っての受給ができなくなります。  問 福祉課 （☎６３７・３１１４）

児童手当の申請はお済みですか？

　インフルエンザとは、インフルエンザウイルスに感染することにより、発熱や咳などの症状をきたす感染症で
す。感染者のくしゃみや咳などよる飛沫感染や、ウイルスが付着したドアノブなどを手で触り、その手で口や鼻
に触れることによる接触感染があります。
　「かからない」「うつさない」ために、日頃からの予防対策を心がけましょう。

インフルエンザを予防しましょう！インフルエンザを予防しましょう！

こまめな換気・適度な湿度バランスのとれた食事十分な睡眠で、
しっかり休養　

こまめな手洗い・うがい
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　年金事務所では、年金相談や年金請求手続について、「事前予約」を行っています。待ち時間の少ない「予約相談」
をぜひご利用ください。
　翌日以降の相談日から予約できます。申込みの際は、基礎年金番号のわかるもの　（基礎年金番号通知書、年
金手帳など）をご準備ください。
　予約の申込みは 「予約受付専用電話　☎0570・05・4890」 へお願いします。
受付時間　�月曜日～金曜日（平日）　午前８時30分～午後５時15分（祝日・年末年始を除く）

問   徳島北年金事務所（☎655・0200）　町住民課（☎637・3113）徳島北年金事務所（☎655・0200）　町住民課（☎637・3113）

年金相談・手続の際は、ぜひご予約を！
ハ～イこくねんです！

　これまでの健康保険証は、令和６年12月２日以降新たに発行されなくなりました。
　今後は、マイナンバーカードの健康保険証利用(マイナ保険証)を基本とするしくみに移行します。
　ただし、現在お持ちの国民健康保険証は、保険証に記載の有効期限まで使用できます。

マイナ保険証ならではのメリット
〇 過去のお薬・診療データに基づく、より良い医療が受けられる
〇 突然の手術・入院でも高額支払いが不要になる
〇 救急現場で、搬送中の適切な応急処置や病院の選定などに活用される
　健康保険証として利用できるだけでなく、日常生活の中で利用できるシーンが広がっています。
　ぜひ日頃からマイナンバーカードを持ち歩いて、ご活用ください！

マイナ保険証を使わない場合の受診方法
● マイナンバーカードの健康保険証利用登録をしていない方には、現行の保険証の有効期限がきれる前に「資

格確認書」を無償で申請によらずお届けします。ご自身での申請は不要です。現在の保険証と同様に医療機
関等の窓口で提示することで、引き続き、一定の窓口負担で医療を受けることができますので、ご安心ください。

● マイナ保険証を持っていても、マイナンバーカードでの受診等が困難な方（高齢者、障がい者等）は、申請い
ただくことで、資格確認書を無償で交付します。（更新時の申請は不要）

移行後もご安心ください移行後もご安心ください
マイナンバーカードでのカードリーダーの操作が上手くいかなくても、

医療費が10割負担になることはありません。

問  健康推進課（☎637・3115）

マイナ保険証をご利用ください

マイナンバー総合
フリーダイヤル

マイナンバーカード
の保険証利用につい
てもっと知りたい方
はこちら平　日：９時30分〜20時00分

土日祝：９時30分〜17時30分受付時間（年末年始を除く）
5番を選択のうえ、音声ガイダンスにしたがってお進みください。

0120・95・0
マ

1
イ

7
ナン

8
バー
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　「令和６年度フレイル予防教室」の案内冊子を配布しています。
フレイルとは？
　�　加齢とともに筋力や心身の活力が低下し、生活機能障害、要介護状態（日常生活を送る上
で他者による何らかの支援を要する状態）などの危険性が高くなった状態を『フレイル』とい
い、多くの高齢者が『フレイル』の段階を経て、徐々に要介護状態に陥るといわれています。
　『フレイル』の兆候を早期に発見し、積極的に予防や改善に取り組みましょう！
配布場所　�地域包括支援センター（役場４階）・総合文化ホール・老人福祉センター「藍翠苑」・あいずみ藍工房�

※町ホームページでもダウンロードすることができます。
問  地域包括支援センター（☎６３７・３１７５）

フレイル予防のための教室案内を配布しています!

徳島県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ徳島県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ
　令和６年12月２日以降、後期高齢者医療制度の被保険者証は新たに発行されなくなり、代わりに「資

格確認書」(黄色)を交付します。

　なお、既にお持ちの被保険者証は有効期限まで使用することができます。

　医療機関等を受診する際には「被保険者証」、「資格確認書」、「マイナ保険証（被保険者証の利用登録を

したマイナンバーカード）」のいずれかをご利用ください。

資格確認書 資格確認書が交付される方
令和６年12月２日以降に、以下のいずれかの要件

を満たした方

・ 新たに後期高齢者医療制度に加入される方

・被保険者証の内容が変更となった方

・ 被保険者証を紛失した等の理由で再交付の申請

をした方　など

※ 令和７年７月31日まではマイナ保険証をお持ち

の方にも資格確認書を交付しますが、令和７年

８月１日以降はマイナ保険証をお持ちの方には

資格確認書を交付しません。

※ 今後、政省令等の公布により内容が変更になる

場合があります。

問  県後期高齢者医療広域連合事務局事業課（☎677・3666）　町健康推進課（☎637・3115）

見本
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令和６年度令和６年度  最後の集団検診です!!最後の集団検診です!!
受診がまだの方は、お早めのご予約を！受診がまだの方は、お早めのご予約を！

　特定健診では、高血圧症・動脈硬化症・脂質異常症・糖尿病・脂肪肝・アルコール性肝炎・肝硬変・慢性腎不全
などの生活習慣病の兆候を見つけることができます。
　特定健診受診券があれば、約9,000円かかる検査を1,000円で受診することができます。
　受診券は、７月上旬に黄緑色の封筒でお送りしています。対象者の方で、受診券がお手元にない方は健康推進
課までご連絡ください。

対 象 者　40歳から74歳までの町国民健康保険加入者

検 査 内 容　身体測定・血液検査・血圧測定・尿検査・心電図・問診・診察

自己負担金　1,000円

実 施 期 間　令和７年１月末まで
　　　　　　※受診期限が迫っています！
　　　　　　※�町国民健康保険加入者以外の方の特定健診については、加入している健康保険の保険者へお問い

合わせください。
問  特定健診受診券に関すること　健康推進課（☎637・3115）
　　健診結果及び特定保健指導に関すること　保健センター（☎692・8658）

実　施　日　令和７年１月23日（木）、24日（金）
受付時間　�①午前９時～９時30分、②午前９時30分～10時、③午前10時～10時30分、④午前10時30分～11時、 

⑤午前11時～11時30分
実施会場　総合文化ホール
申込方法　県総合健診センターへ電話予約（☎678・3557、678・7128）
　　　　　平日の午前８時30分から午後４時までの予約受付
申込期限　12月24日（火）まで
検診内容と対象者　※今年度すでに受診している方は、受診できません。
・ 胃がん検診（エックス線検査）、肺がん検診、大腸がん検診：今年度40歳以上の方
・前立腺がん検診：今年度50歳以上の男性
・ 肝炎ウイルス検査： 40歳以上で過去に一度も検査を受けたことがない方
・特定健診： 町国民健康保険に加入している40歳以上75歳未満の方
　　　　　　※�その他の医療保険に加入している方も、受診券が有効期限内であれば受診可能

★�検診の受診券がお手元にない方は、　保健センターまでお問い合わせください。
問  保健センター（☎692・8658）

国民健康保険加入者の皆さん
特定健診は受診されましたか？

受診期限が迫っています
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　高齢者の外出を支援し、日常生活の利便性の向上を図るとともに、普段からの移動に地域公共交通を活用する
という意識の醸成を図ることを目的として、藍住町ノリ乗りタクシー券事業を実施しています。
１　対象者

⑴ 75歳以上の方（令和6年度中に75歳になる方も含む）
⑵ 65歳以上で、運転免許を持っていない方

２　タクシー券の販売内容
◦ 1万円分のタクシー券（1冊：500円券×20枚）を１冊５千円で販売します。
◦ 1人につき3冊まで購入可能です。
◦ 購入特典として、１冊購入ごとに、ゆめタウン徳島行き専用タクシー券1,000円分（500円券×2枚）を進呈し

ます。
３　タクシー券の使用方法

◦ 町内で乗車又は降車したときに使用できます。
◦ １回の乗車につき、運賃を超えない範囲で複数枚を使用できます。
◦ 事前に登録された町内のタクシー事業者に限り使用できます。
◦ 使用期限は令和７年３月31日までです。
４　購入方法

タクシー券の購入を希望される方は「購入券」に必要事項を記入し、販売窓口で購入してください。
５　販売窓口

ゆめタウン徳島サービスカウンター
藍住町社会福祉協議会（総合文化ホール２階）　ほか
６　購入券の交付方法

◦ 対象者⑴に当てはまる方は、4月上旬に町から郵送しています。
◦ 対象者⑵に当てはまる方 又は 対象者（1）の方で4月以降に藍住町へ転入された方は、本人確認書類や運転経

歴証明書（お持ちの方）を持って政策推進室へ申請してください。
７　購入券の再交付

購入券を紛失された方は再交付しますので、政策推進室へお問い合わせください。

申・問  政策推進室（☎６３７・３１２４)

ノリ乗りタクシー券の購入はノリ乗りタクシー券の購入は
令和７年３月28日（金）まで令和７年３月28日（金）まで

　蜜蜂（西洋ミツバチ・日本ミツバチ）を飼育
する方は、養蜂振興法に基づき、毎年１月末
までに飼育届の提出が必要です。蜜蜂の計画
的な飼育にご協力ください。
※手続きに関する詳細はお問い合わせください。

申・問  産業支援室（☎６３７・３１２0)

　浄化槽を設置している方は、１年に１回、浄化槽の水質
に関する検査（法定検査）を受けなければならないと浄化槽
法に規定されています。これは業者が行う保守点検・清掃
とは別に受ける必要があります。
　次の期間、県知事指定検査機関の（公社）徳島県環境技術
センターから、対象となる浄化槽の設置者へ連絡・訪問し
ますので、ご協力をお願いします。

期　　間　12月５日（木）～12月17日（火）

対象地域　町内全域

問  （公社）県環境技術センター（☎636・1234）
浄化槽なんでも相談窓口　（☎636・1177）

蜜蜂を飼育する方は
飼育届が必要です

浄化槽法定検査の
お知らせ
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税　務　課　か　ら　　　の　お　知　ら　せ
確定申告をされる方へ確定申告をされる方へ

源泉徴収票は大切に保管してください
　会社や個人事業主から給与の支払を受けた場合は、給与の支払者から源泉徴収票を必ず交付してもらってください。
　また、給与の支払者は、請求の有無を問わず、法の規定により源泉徴収票を必ず交付しなければなりません。
　なお、確定申告など税に関する手続をする際に、源泉徴収票が原則必要となりますので、交付された源泉徴収票は
大切に保管すると同時に、記載内容に誤りがないか確認してください。

消費税は鳴門税務署で申告をお願いします
　役場申告会場では、所得税及び個人住民税の確定申告受付を優先しますので、個人事業者に係る消費税は鳴門
税務署で申告をお願いします。
　なお、作成済の申告書をお預かりし、鳴門税務署に郵送することはできます。

確定申告書等にはマイナンバーの記載、提示又は写しの添付等が必要です
●�確定申告会場で、申告者の本人確認に必要な書類は
　・マイナンバーカード（個人番号カード）
　・マイナンバーカードをお持ちでない方は、番号確認書類と身元確認書類（下図参照）の両方

※�国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で作成した申告書を、ご自宅等からｅ－Ｔａｘにより電子
送信すれば、本人確認書類の提示又は写しの提出は不要です。

問 税務課（☎６３７・３１１７）

番号確認書類

＋＋
身元確認書類

【ご本人のマイナンバーを確認できる書類】
・�通知カード（氏名・住所等が住民票記載事項と
一致している場合に限る）
・�住民票の写し（マイナンバーの記載があるもの）
　などのいずれか１つ

【記載したマイナンバーの持ち主であることを確認できる書類】
�・運転免許証　�・医療保険の被保険者証
�・パスポート　�・身体障害者手帳
�・在留カード　などのいずれか１つ

今　月　の　納　税　・　納　付
町税・保険料 納期限 ● 口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご入金

ください。
● 口座振替契約を解除するには、解約手続が必要です。

転出・婚姻等、世帯状況に異動があった場合でも、
自動的に解約となりません。

●年金から特別徴収の方は、12月受給時に天引きされます。

① 国民健康保険税 ６期
12月25日（水）

② 介護保険料 ６期
③ 後期高齢者医療保険料 ５期 令和７年１月６日（月）

● コンビニエンスストア、スマートフォン決済アプリ「LINE Pay」で納付する場合、納付期限を過ぎているもの及び納付
書１枚あたりの税額が30万円を超える納付書は利用できませんのでご注意ください。

● 地方税統一ＱＲコードを使用した納付が可能です。 
利用方法など詳細は、地方税お支払サイトをご確認ください。

　　 ①に関すること　税　務　課（☎６３７・３１１７）
　　②に関すること　介護保険室（☎６３７・３３１１）
　　③に関すること　健康推進課（☎６３７・３１１５）

問

地方税お支払サイト
地方税のお支払が便利・簡単に‼

eL マーク eL-QR eL 番号

スマホや
パソコンで
お支払が可能です

※ 「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 地方税お支払サイト
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税　務　課　か　ら　　　の　お　知　ら　せ
事業所・個人事業主の方へ事業所・個人事業主の方へ

給与支払報告書の提出準備はお済みですか？
　会社や個人事業主が人を雇って給与を支払った場合、翌年の法定期限（令和７年は１月31日）までに市町村
へ「給与支払報告書」を提出することが法律により義務付けられています。
　また、給与を受け取った方が既に退職している場合でも、原則として市町村への「給与支払報告書」の提出
が必要となります。

　なお、原則全ての事業者が、個人住民税の特別徴収義務者となります。特例として、「徳島県統一基準」
に該当すれば普通徴収とすることができますので、普通徴収とする給与支払報告書がある場合は「個人住
民税普通徴収該当理由書※」を必ず一緒にご提出ください。※町ホームページからダウンロードできます。

国民健康保険税を年金から天引き（特別徴収）されている方へ国民健康保険税を年金から天引き（特別徴収）されている方へ
　国民健康保険税の納付方法を口座振替に変更することができます。
【手続の方法】
　●口座振替へ変更する場合
　　申請手続が必要です。必要書類をお渡し又は郵送しますので、お問い合わせください。
　●引き続き年金からの天引き（特別徴収）を希望する場合
　　手続は不要です。
【注　意　点】
　●申請から納付方法が変更されるまで３か月程度かかります。
　●口座振替以外の納付（納付書払い等）は選択できません。
　●国民健康保険税の納付状況により変更できない場合があります。
　●�希望の有無にかかわらず、特別徴収の要件を満たさなくなった場合は、自動的に�
納付書又は口座振替等（普通徴収）に切り替わることがあります。

問 税務課（☎637･3117）

　国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保
険料を納付書又は口座振替(普通徴収)で納めている方
に、確定申告（社会保険料控除金額の確認）用の「納付
済額確認書」（圧着はがき）を令和７年１月下旬に郵送
します。
　対象となる全ての方（令和６年１月から12月までの
間に納付書又は口座振替で保険税・保険料を納めて
いる方）にお送りします。確定申告が必要でない方は、
納付済額の確認等にお使いください。
※ 令和６年中の納付に対して令和７年１月以降に還

付等があった場合、還付等の金額を差し引いて社
会保険料控除を申告してください。

※ 年金からの天引き（特別徴収）による納付済額につ
いては、年金保険者から送付される「公的年金等の
源泉徴収票」によりご確認ください。なお、非課税
年金（遺族年金・障害年金等）から特別徴収されて
いる方で確認書が必要な方は、お申し出ください。

※ 特別徴収分は年金受給者本人以外の方の社会保険料
控除とすることはできませんので、ご注意ください。
問 国民健康保険税・確定申告に関すること　税務課

（☎637･3117）
　　後期高齢者医療保険料に関すること　健康推進課

（☎637･3115）
　　介護保険料に関すること　�介護保険室

（☎637･3311）

令和６年分確定申告用納付済額確認書をお送りします令和６年分確定申告用納付済額確認書をお送りします



No 971広報あいずみ ■ 10

　藍住町の未来を担う中学生が、社会の出来事や問題を自分事として考え、また、未来の藍住町について提案す
ることで、議会の役割や地方自治の仕組みを学び関心を高めてもらうため、11月19日、中学生議会を開催しました。
令和４年度から3年連続の開催となり、今年も藍住中学校、藍住東中学校から14人の中学生議員が出席しました。
議長、副議長を除く12人の中学生議員から、町の災害時の対策、藍住町の特産物や魅力のＰＲに対する取組、体
育館のエアコン設置についての提案や要望などの様々な質問がありました。
　髙橋町長をはじめ通常議会どおり全員が出席した町からは、藍住町の魅力を発信する動画を作成中であること
や、提案や要望を改めて検討するなどの答弁がありました。
　実現可能な提案や施策について、予算50万円を準備し実施します。
　中学生議会による主権者教育をとおして町民の皆さんにも町政への関心を高めてもらえるよう、この様子を
エーアイテレビで放送します。
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
●放送日と放送開始時間　 12月24日（火）・29日（日） 

①午前６時30分　　②午前10時　　③午後０時30分　　④午後３時 
⑤午後７時30分　　⑥午後10時30分

　　　　　【再　放　送】　 12月28日（土）　午後６時30分 
令和７年１月４日（土）　午後４時30分

今年も藍住町中学生議会を開催しました！今年も藍住町中学生議会を開催しました！
～未来を担う子どもたちが政治を実体験～
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　10月22日、日本赤十字社徳島県支部から赤十字要支援者用段ボールベッド（要配慮者用5セット、　10月22日、日本赤十字社徳島県支部から赤十字要支援者用段ボールベッド（要配慮者用5セット、
乳児用５セット）が追加配備されました。乳児用５セット）が追加配備されました。
　要配慮者用ベッドは、立ち上がりをサポートする持ち手や背もたれ、収納があるなど要配　要配慮者用ベッドは、立ち上がりをサポートする持ち手や背もたれ、収納があるなど要配
慮者に配慮された設計となっています。乳児用は衛生的な床面の高さを確保しながら、転落慮者に配慮された設計となっています。乳児用は衛生的な床面の高さを確保しながら、転落
防止の囲いや保護者の見守り窓などがついています。防止の囲いや保護者の見守り窓などがついています。
　これで、藍住町への配備は要配慮者用、乳児用ともに10セットずつとなりました。災害発　これで、藍住町への配備は要配慮者用、乳児用ともに10セットずつとなりました。災害発
生時に町内の避難所で活用する予定です 。生時に町内の避難所で活用する予定です 。
　今後とも赤十字活動に対しまして、ご協力くださいますようよろしくお願いいたします。　今後とも赤十字活動に対しまして、ご協力くださいますようよろしくお願いいたします。

段ボールベッド追加配備
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恒久平和を願い 戦没者追悼式を挙行恒久平和を願い 戦没者追悼式を挙行
　世界平和記念日の11月11日に役場４階で、戦没者追悼式を行いました。
　当日は遺族ら100人を超える関係者の出席があり、日清戦争から第二
次世界大戦までに戦没された421柱の御霊のご冥福をお祈りしました。
　はじめに、菊花で飾られた祭壇に、遺族代表の久次米瞳さん、佐藤篤
子さんが献燈を行いました。続いて、黙祷、国歌演奏の後、髙橋町長、
池内慶治住吉遺族会会長、藍住西小学校６年井上剣蔵さんの献花が行
われました。町長をはじめ来賓の方々や、西小学校６年別所梨穂さんか
ら追悼の言葉が述べられ、最後に遺族を代表して白川潔藍園遺族会会長
からお礼の言葉があり、厳かなうちに式典は終了しました。

　11月３日、藍住町総合文化ホールは開館5周年を迎えました。毎年、開館記念日に開催しているN響メンバーによる
室内楽公演では、５周年記念のスペシャルゲストとしてピアニストの松田華音さんにご出演いただきました。ピアノと
弦楽器の奏でる素敵な演奏が多くの聴衆を魅了しました。
　またN響メンバーの来県に合わせて、ミニコンサートや楽器クリニックを
ホールで実施し、ミニコンサートでは藍住中学校と南小学校６年生の子ども
たちが弦楽器の音色に聴き入っていました。

N響メンバーによる室内楽の午後Vol.6 ～Special Guest 松田華音～N響メンバーによる室内楽の午後Vol.6 ～Special Guest 松田華音～N響メンバーによる室内楽の午後Vol.6 ～Special Guest 松田華音～

　11月５日、町教育委員会の表彰規程に基づき表彰
式を行いました。
　被表彰者の功績を紹介し、お祝い申し上げます。
（敬称略）
●教育の振興発展に貢献して、その功績の顕著な方
　・読み聞かせボランティア
　　おはなしぱれっと（藍住西小学校）
　・適応指導教室学習支援
　　岩田　稔久　（板野町那東）
　　曽我　千代子（笠木）

　町村等監査委員として７年以上在職し、功労のあっ
た者として、林健太郎代表監査委員が全国町村監査
委員協議会から表彰されました。

町村監査功労者表彰受賞町村監査功労者表彰受賞 令和６年度 教育委員会表彰令和６年度 教育委員会表彰
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　11月20日に役場前の交差点で「人の波」交通安全街頭キャンペーンを行
いました。このキャンペーンは、交通死亡事故多発に伴う集中啓発強化期
間中の啓発活動として行ったもので、藍住中学校安全委員会、板野交通安
全協会藍住分会、藍住町交通安全母の会、徳島板野警察署など、多くの方々
に参加していただきました。
　藍住中学校安全委員会の皆さんは、自作の横断幕「自転車も乗れば車の
仲間入り」を持って、自転車利用者の正しい交通ルールの実践を呼びかけ
ました。
　12月10日から1か月間、年末年始の交通安全県民運動を実施していま
す。町民の皆さんには、交通安全ルールを守り、周りへの思いやりの気持
ちを持った交通安全マナーを実践して、交通事故をなくしましょう。

「人の波」交通安全街頭キャンペーンを実施「人の波」交通安全街頭キャンペーンを実施

令和７年藍住町「二
は   た   ちは   た   ち

十歳のつどい」
　今年度に二十歳を迎える方を対象に、次のとおり「二十歳のつどい」を開催します。

日　　時 	令和７年１月12日（日）

　　　　　　　受付　午前10時から　式典　午前11時から　記念撮影　午前11時40分頃から
会　　場 	藍住町総合文化ホール

対　象　者 	▶平成16年４月２日から平成17年４月１日までに生まれた、町内にお住まいの方

	 	▶	平成16年４月２日から平成17年４月１日までに生まれ、以前町内にお
住まい、又は町内の学校に通学されていて、本町の式典に参加を希望
される方

	 ※	令和６年10月末時点で藍住町に住民登録がある方、及び案内状送付申請
書をご提出いただいた方には、12月上旬に案内状をお送りしています。

主　　催 	藍住町

　　　　　　　その他、詳細は広報あいずみ11月号又は町ホームページをご覧ください。

	 問 	教育委員会　（☎637・3128）（ファクシミリ 088・637・3153）
  　 （電子メール　syakaikyouiku@aizumi.i-tokushima.jp）

　10月１日から交番・駐在所・空港警備派出所の一般加入電話番号が、管轄の警察署の代表電話番号
に統合されています。

町ホームページ

事件事故等、緊急の場合は110番通報をお願いします。
その他、交番・駐在所・空港警備派出所にご用件がある場合は、

徳島板野警察署
（代表電話番号 088-698-0110）にご連絡をお願いします。

県民の皆さんのご理解とご協力を
お願いします。

問 	徳島県警察本部
　　総務企画課
　　（☎622・3101）

徳島県警察からのお知らせ徳島県警察からのお知らせ
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年末年始、悪質通販サイトにご注意年末年始、悪質通販サイトにご注意

困った時や不安な時は、まずはお電話ください。困った時や不安な時は、まずはお電話ください。

　年末年始にインターネット通販を利用する機会が増えますが、粗悪品を送られたり、商品が届かないなどの
トラブルが多く報告されています。

★トラブルに備えて、購入決定の最終画面はスクリーンショットを残しましょう。

こんなサイトに要注意！
〇市場では希少なものがサイト内では入手可能になっている。
〇人気商品やブランド商品が、極端な安価で販売されている。
〇支払方法が、代引きや銀行振込みに限定されている。
　振込先の口座名義人が個人名の場合は特に注意！
〇キャンセル、返品、返金のルールがどこにも記載されていない。
〇業者の名称、住所、電話番号が明確に表記されていない。

　　　　　　藍住町消費生活センター（役場２階）
相談時間　　平日　午前９時～午後４時　電話番号　（☎679・1848）

生理用品（使用推奨期間切れ）を無償で提供します
　さまざまな事情により生理用品の購入が困難な女性に対し、防災備蓄品として保
管していた、使用推奨期間である製造日から３年を経過した生理用品を無償で提供
します。
　使用推奨期間が過ぎても吸収材の変色やずれ止めテープ等の劣化が見られない場
合、使用可能とされていますので、必要な方についてはぜひご活用ください。

提供対象者　藍住町内在住で生理用品の購入が困難な女性
提　供　数　使用者本人１人につき１パック
　　　　　　（代理受取及び男性の方にはお渡しできません）
　　　　　　先着57パック（昼用のみ）
　　　　　　※無くなり次第終了
提　供　場　所　政策推進室（役場3階）
提　供　方　法　提供場所に設置してあるイラストカードを指差し合図してお知らせください。
　　　　　　申請書類等は不要です。名前、住所等の個人の特定は行いません。
提　供　期　間　令和７年３月31日（月）まで
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分（土日・祝日・年末年始を除く）
備　　　考　・尿取りパッドの代用等、他の用途として使用しないでください。
　　　　　　・�経済的な理由により購入が難しい方以外にも、生理の貧困の状態にあ

る方はご利用いただけます。
　　　　　　・�使用推奨期間が過ぎていることに納得された方がご利用いただけます。

（使用推奨期間から１年程度過ぎているものもあります。）
　　　　　　・�町は、提供品の使用に起因するいかなる問題についても、一切の責任

を負いません。

問  政策推進室（☎637・3124）
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「ウトロに生きる　ウトロで出会う」「ウトロに生きる　ウトロで出会う」
～ウトロ平和祈念館を訪れて～～ウトロ平和祈念館を訪れて～

●藍住町スローガン●
守れ人権 許すな差別

人権標語人権標語 藍住東小学校児童作品

「大丈夫？」　その一言で　あたたかい	 	 ６年　妹尾　真仲
考えて　その一言が　銃弾になる	 	 ６年　岩崎　汐穏
「だいじょうぶ？」あなたの一言　わたしの一歩	 ６年　足立　悠衣
偏見や　差別は人を　傷つける	 	 ６年　大下　璃人
よく聞こう　あの子の心に　秘めた声	 	 ６年　福森　統和
傍観も　いじめに加担　しているよ　やめよう見て見ぬふり。	 ６年　吉本　颯菜

　10月６日藍住町人権講座現地研修で、京都府宇治市にある在日朝鮮人集落ウトロ
地区に行ってきました。
　ウトロ平和祈念館の副館長である　金　秀煥（キム　スファン）さんから館内を巡
りながら、ウトロの歴史についてお話を聞きました。

なぜウトロに朝鮮人が住むようになったのか
　日清日露戦争の後、日本の朝鮮への植民地化が進み、日本人植民者たちが増え、
開発により土地や財産を失った朝鮮人が、日本人植民者に押し出されるように
1930年頃から渡日せざるを得なくなりました。その中、1941年京都に「京都飛行
場」の建設が始まり、「国の仕事なので徴用にとられない」「住むところもある」とい
う触れ込みで、多くの朝鮮人が飛行場建設に集められました。その時朝鮮人労働
者の飯場として建てられたのがウトロの原型です。

敗戦後のウトロでの生活
　敗戦後、飛行場の建設の仕事がなくなり、大部分の労働者はウトロを去りまし
たが、一部の人はここにとどまり飯場を家に変え、畑を作り、日雇いや土木工事
などの仕事に就き一心に働きました。
　1952年に在日朝鮮人は、一斉に日本国籍を喪失させられ、国籍による差別が
あり安定した仕事に就けない時代が続きました。社会に差別が存在する中、朝鮮
人同士家族や隣近所で助け合い支え合ってウトロという同じ場所で生きてきたこ
とが、人々の心の結びつきを強くしていきました。

ウトロを守るたたかい
　ウトロの土地は低く、豪雨があるとすぐに浸水してしまう家もありました。生活用水はずっと井戸水で、戦後40年経っ
ても住宅地に水道はありませんでした。「水道問題は深刻な人権問題だ」と住民や近隣の日本人支援者を中心として署名運
動が起こり、1988年にやっと水道が引かれました。そして同じ頃、土地問題が起こり、戦後京都飛行場を建設しようと
していた国策会社が解体され、その後民間企業に転売されたことにより、ウトロの人々は一方的に立ち退きを求められ
ました。水道建設運動から「地上げ反対！ウトロを守る会」が発足し、30年もの間たたかいが続きました。
　住民と日本人支援者の訴えは、2001年国連からも住民たちへの差別を是正するよう勧告が出るなど、国際社会からも
注目されました。そして韓国からも、ウトロに生きる同胞たちの生活と歴史を守るための支援が広がり、韓国政府も支
援に乗り出しました。その動きが支援運動の追い風となり、日本政府・京都市・宇治市によって住環境整備事業が実施
され、やっと住民たちは安住の地を得ることができました。

新しいまちづくり
　上下水道が整備され、ウトロ市営住宅が建ち新しいまちづくりが進んでいく中、「ウトロ平和祈念館」の建設計画が韓国政府
の支援も受け進んでいきました。ウトロ平和祈念館は、様々な困難に直面しながらも声を上げた人々と、ウトロに寄り添っ
てきた日本・在日・韓国の市民が、ウトロの歴史と生活を守ったことを次の世代へと継承するために2022年に建てられまし
た。「ウトロに生きる　ウトロで出会う」の言葉の通りコミュニティの拠点となり、多くのひとの出会いと学びになっています。
　フィールドワークでは、平和祈念館を出てウトロ地区を巡りました。２棟建ったウトロ市営住宅に全ての住人が
入居したあと、これまで住んでいた住宅は壊されると聞きました。2021年には韓国人に対してデマと偏見に基づく
一方的な敵対感情を持っていた日本人によって放火事件があり、ウトロ平和祈念館に展示予定だった史料が全て消
失してしまいました。どんな差別や貧困にも負けることなく強く生きてきたウトロの人たちと触れ合うまでは、「ウ
トロは怖いところ」といった偏見を持っていたと話した学生の話も聞きました。この現地研修で正しく歴史を知るこ
と、交流することが、差別や分断のないあるべき社会やあたらしい未来につながると強く思いました。

藍住町人権教育推進協議会運営部会　林　　美保
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人
権
講
座
の
ご
案
内

　
第
６
回
人
権
講
座
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　
美
し
い
生
き
方
を
共
に
探
し
ま
せ
ん
か
。

日

時　
令
和
７
年
１
月
16
日（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル　
大
ホ
ー
ル

講

師　
大
阪
公
立
大
学　

　
　
　
　
　
講
師　
伊
藤　
良
子 

さ
ん

テ
ー
マ　
女
性
の
人
権

受
講
料　
無
料

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

問  

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

情情　　報報
NOWNOW
情　報
NOW

男
性
料
理
教
室

日

時　
令
和
７
年
１
月
21
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
　
　
　
　
（
受
付
開
始　
午
前
９
時
45
分
）

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
１
階

　
　
　
　
　
調
理
室

調
理
実
習　
ご
飯

　
　
　
　
　
餃
子

　
　
　
　
　
ひ
じ
き
の
梅
マ
ヨ
サ
ラ
ダ

　
　
　
　
　
野
菜
た
っ
ぷ
り
中
華
ス
ー
プ

対
象
者　
町
内
在
住
の
男
性

定

員　
15
人（
申
込
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

準
備
物　

 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き

タ
オ
ル
、
マ
ス
ク
、
飲
み
物

申
込
期
間　
12
月
17
日（
火
）～

　
　
　
　
　
令
和
７
年
１
月
９
日（
木
）

主

催　
藍
住
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
藍
愛
グ
ル
ー
プ

※  

汁
物
の
塩
分
測
定
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
50
m 程
度
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

親
子
料
理
教
室

　
親
子
を
対
象
に
栄
養
料
理
教
室
を
行
い
ま

す
。

日

時　
令
和
７
年
１
月
６
日（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
　
　
　
　
（
受
付
開
始　
午
前
９
時
45
分
）

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
１
階

　
　
　
　
　
調
理
室

調
理
実
習　
ご
飯

　
　
　
　
　
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
餃
子

　
　
　
　
　
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ

　
　
　
　
　
中
華
風
ス
ー
プ

　
　
　
　
　
り
ん
ご

対
象
者　

 

町
内
在
住
の
５
歳
児
か
ら
小
学

６
年
生
ま
で
の
こ
ど
も
と
保
護

者

定

員　
15
人（
申
込
順
）

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

準
備
物　

 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き

タ
オ
ル
、
マ
ス
ク
、
飲
み
物

申
込
期
間　

 

12
月
17
日（
火
）～
25
日（
水
）

主

催　
藍
住
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
藍
愛
グ
ル
ー
プ
栄
養
部

※ 

汁
物
の
塩
分
測
定
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
50
m 程
度
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

楽
し
い
食
卓 

毎
日
元
気
‼

　

楽
し
く
、
美
味
し
い
健
康
食
を
作
り
ま

し
ょ
う
！

日

時　
令
和
７
年
１
月
29
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
　
　
　
　
（
受
付
開
始　
午
前
９
時
45
分
）

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
１
階

　
　
　
　
　
調
理
室

調
理
実
習　
ご
飯

　
　
　
　
　
鮭
の
冬
野
菜
あ
ん
か
け

　
　
　
　
　
切
干
大
根
の
酢
の
物

　
　
　
　
　
豆
腐
と
も
や
し
の
ふ
わ
と
ろ
ス
ー
プ

　
　
　
　
　
か
ぼ
ち
ゃ
の
ケ
ー
キ

対
象
者　
町
内
在
住
の
方

定

員　
15
人（
申
込
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

準
備
物　

 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き

タ
オ
ル
、
マ
ス
ク
、
飲
み
物

申
込
期
間　
12
月
17
日（
火
）～

　
　
　
　
　
令
和
７
年
１
月
21
日（
火
）

主

催　
藍
住
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
藍
愛
グ
ル
ー
プ
食
育
部

※ 

汁
物
の
塩
分
測
定
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
50
m 程
度
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）
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「
オ
レ
ン
ジ
・
ラ
ン
プ
」

映
画
上
映
会
＆
丹
野
智
文

さ
ん
講
演
会

　
39
歳
で
若
年
性
認
知
症
と
診
断
さ
れ
、
現

在
は
企
業
で
働
き
な
が
ら
、
認
知
症
当
事
者

の
た
め
の
、
も
の
忘
れ
総
合
相
談
窓
口「
お

れ
ん
じ
ド
ア
」を
開
設
さ
れ
、
２
０
２
３
年

に
公
開
さ
れ
た
丹
野
智
文
氏
の
自
身
の
半
生

を
描
い
た
映
画
上
映
会
と
ご
本
人
に
よ
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

　
令
和
７
年
２
月
１
日（
土
）

　
受
付
・
開
場　
午
後
１
時
20
分
か
ら

　
開
会　
午
後
１
時
50
分

　
映
画
上
映
会　
午
後
２
時（
１
０
０
分
）

　
丹
野
智
文
氏
講
演
会　
午
後
３
時
55
分

　
（
30
分
）

　
終
了
予
定　
　
午
後
４
時
25
分

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル　
大
ホ
ー
ル

定

員　
５
０
０
人

参
加
費　
無
料（
要
申
込
）

申
込
期
限　
令
和
７
年
１
月
24
日（
金
）ま
で

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
※
土
日
・
年
末
年
始
を
除
く

主

催　
板
野
郡
医
師
会

共

催　
松
茂
町

　
　
　
　
　
北
島
町

　
　
　
　
　
藍
住
町

　
　
　
　
　
板
野
町

　
　
　
　
　
上
板
町

申
・
問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
３
７・３
１
７
５
）

　
　
　
　
板
野
郡
医
師
会

（
☎
６
９
２・８
８
３
６
）

エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
職
員
募
集

採
用
予
定
職
種

・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

・
撮
影
ス
タ
ッ
フ

　
自
主
放
送
番
組
に
出
演

　

 

撮
影
、
番
組
企
画
、
取
材
及
び
番
組
編
集

等
の
業
務

受
験
資
格

・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

・
撮
影
ス
タ
ッ
フ

　
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
数　
各
１
名

採
用
時
期

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら（
試
用
期
間
あ
り
）

試
験
の
日
程

　
令
和
７
年
２
月
９
日（
日
）

　
筆
記
試
験（
一
般
教
養
）、
面
接
、

　
実
技（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
み
）

提
出
書
類　
履
歴
書

　
（
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
貼
付
）

※
希
望
職
種
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

申
込
方
法　
郵
送
又
は
持
参

※ 

郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に「
試
験
申

込
」と
朱
書
き
し
、
必
ず「
書
留
郵
便
」で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
12
月
16
日（
月
）～

　
　
　
　
　
令
和
７
年
１
月
31
日（
金
）

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
土
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

※ 

郵
送
の
場
合
は
令
和
７
年
１
月
31
日（
金
）

午
後
５
時
ま
で
に
必
着

※ 

期
限
後
の
申
込
み
は
一
切
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
。

申
・
問 

エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
株
式
会
社

〒
７
７
１-

１
２
２
０　
　
　
　

藍
住
町
東
中
富
字
朏
傍
示
15-

４

（
☎
６
９
２・８
２
２
３
）

帽子絞り

令
和
６
年
度 

藍
住
町
歴
史
館

「
藍
の
館
」絞
り
染
め
講
座

　
絞
り
染
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日

時　
令
和
７
年
１
月
８
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　

 （
昼
食
休
憩　
正
午
～
午
後
１
時
）

　
　
　
　
　

 

木
綿
手
ぬ
ぐ
い
で「
帽
子
絞
り
」

の
講
座
で
す
。

場

所　
藍
住
町
歴
史
館「
藍
の
館
」

講

師　
徳
永
真
紀
子 

氏

　
　
　
　
　

 （Indigo blue4u

代
表
・
藍
住

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊O

G

）

定

員　
８
人（
申
込
順
）

受
講
料　
５
千
円
／
回

　
　
　
　
　
（
別
途
、
入
館
料
必
要
）

以
降
の
講
座　

　
令
和
７
年
２
月
12
日
…
山
路
絞
り

　
令
和
７
年
３
月
12
日
…
蛍
絞
り

※
全
て
木
綿
手
ぬ
ぐ
い
の
絞
り
で
す
。

※ 

各
開
催
日
の
前
月
15
日
か
ら
、
電
話
で
受

講
の
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

申
・
問 

藍
住
町
歴
史
館「
藍
の
館
」

　
（
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

　
徳
島
県
警
察
本
部
長
と
一
般
社
団
法
人

徳
島
県
交
通
安
全
協
会
会
長
と
の
連
名
に

よ
る
、
優
良
運
転
者
表
彰
の
候
補
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
自
動
車
運
転
免
許
証
を
保
有
し
て
い
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
で
、
自
己
の
責
任
に
よ

る
交
通
事
故
、
交
通
違
反
が
過
去
15
年
以

上
、
20
年
以
上
又
は
30
年
以
上
な
い
方

申
請
に
必
要
な
も
の

　
・
自
動
車
運
転
免
許
証

　
・
印
鑑

申
請
期
限

　
令
和
７
年
１
月
10
日（
金
）ま
で

申
・
問 

建
設
産
業
課

（
☎
６
３
７・３
１
２
２)

優
良
運
転
者

優
良
運
転
者

表
彰
候
補
者
の
募
集

表
彰
候
補
者
の
募
集
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◎
休
館
日　

　
毎
週
月
曜
日

　
図
書
整
理
日　
12
月
19
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
１
月
16
日（
木
）

　
年
末
年
始　
　
12
月
29
日（
日
）～

　
　
　
　
　
　
　
１
月
４
日（
土
）

　
祝
日
振
替
日　
１
月
14
日（
火
）

◎
特
別
整
理
休
館

　
特
別
整
理
期
間

　
　
２
月
12
日（
水
）～
21
日（
金
）

　

�

蔵
書
点
検
期
間
の
た
め
、
休
館
し
ま

す
。

◎
お
は
な
し
会

　
毎
週
日
曜
日

　
（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

◎
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

　
第
２・４
水
曜
日

　
（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

●
●
● 

図
書
館
の
行
事 

●
●
●

日程・内容
【第１回】　12月15日（日）午後１時～３時
　　　講座Ⅰ「紀伊水道をとりまく世界とは～問題提起」　　　　�〔講師〕石井　伸夫 氏（徳島県立鳥居龍蔵記念博物館）
　　　講座Ⅱ「考古資料から見る紀伊水道をとりまく世界の様相」�〔講師〕重見　髙博（藍住町教育委員会社会教育課）

【第２回】　令和７年１月25日（土）午後１時～３時
　　　講座Ⅲ「文献史学から見る紀伊水道をとりまく世界の様相」�〔講師〕長谷川賢二 氏（徳島県立博物館）
　　　講座Ⅳ「紀伊水道に面した阿波の港の諸相～徳島・渭津」　�〔講師〕石尾　和仁 氏（佐那河内村学芸監）

【第３回】　令和７年２月８日（土）午後１時～３時
　　　講座Ⅴ「民俗学から見る紀伊水道をとりまく世界の様相」　�〔講師〕磯本　宏紀 氏（徳島県立博物館）
　　　講座Ⅵ「紀伊水道に面した阿波の港の諸相～港町・橘」　　�〔講師〕向井　公紀 氏（阿南市文化振興課）

【第４回】～勝瑞城シンポジウム～　令和７年３月15日（土）午後１時～５時
　　　講座Ⅶ「紀伊水道に面した阿波の港の諸相～小松島ラグーンと中湖」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�〔講師〕岡本　和彦 氏（小松島市教育委員会）
　　　講座Ⅷ「和歌山から見た紀伊水道をとりまく世界の様相」　�〔講師〕北野　隆亮 氏（和歌山市和歌山城整備企画課）
　　　ディスカッション
　　　コーディネーター：石井　伸夫�氏
　　　パネラー：岡本　和彦�氏、北野　隆亮�氏、長谷川　賢二�氏、
　　　　　　　　向井　公紀�氏、重見　髙博
場　　所　　総合文化ホール　小ホール
受　講　料　　無　料
定　　員　　80人

令和６年度 勝 瑞 学 講 座  ～紀伊水道をとりまく世界～

教育委員会社会教育課（☎637・3128）　電子メール：syakaikyouiku@aizumi.i-tokushima.jp申・問

月 火 水 木 金 土
1

2 3
行政相談

4
一般相談

5 6 7 ８

9 10
人権相談

11 12 13
法律相談

14 15

16 17 18
一般相談

19 20 21
税金相談

22

 23 24 25 26 27
法律相談

28

2月

※法律相談については完全予約制となっております。※相談は無料・秘密厳守です。●場所　総合文化ホール2階　相談室
●こども相談（平日の午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞」の各児童館　●相談センター専用電話　☎692・6222
●健康相談（毎週月曜日）…「保健センター」（☎692・8658）　　　　　　　　　　　 ●時間　人権、行政、一般相談は午後1時30分～3時30分、
●介護相談（平日受付）…「地域包括支援センター」（☎637・3175）　　　　　　　　　　　　　その他は午後1時～3時

心
配
ご
と
相
談
所
カ
レ
ン
ダ
ー

令
和
７
年
1
月
2
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ

日 月 火 水 木 金 土
1 ２ 3 4

5 6
行政相談

7
一般相談

8 9
法律相談

10 11

12 13 14 15 16 17
税金相談

18

19 20
人権相談

21
一般相談

22 23
法律相談

24 25

26 27 28 29 30 31

1月
日
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藍
住
町（
勝
瑞
）出
身
力
士
の
藍（
髙
原

魁
成
さ
ん
・
高
田
川
部
屋
）の
十
一
月
場

所
の
成
績
は
、
３
勝
４
敗（
六
十
八
枚
目
）

で
し
た
。

　

一
月
場
所（
令
和
７
年
１
月
12
日
～
26

日
・
両
国
国
技
館
）で
の
活
躍
を
期
待
し

ま
し
ょ
う
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

※ 

町
民
券
の
取
扱
い
は
ホ
ー
ル
窓
口
の
み
。
購

入
の
際
は
住
所
確
認
が
で
き
る
も
の
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

※ 

イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
詳
細
や
最
新
情
報
、
電

子
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
等
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
各
イ
ベ
ン
ト
情
報
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問 

総
合
文
化
ホ
ー
ル （
☎
６
３
７・３
３
４
４
）

仲
道
郁
代 

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

～
わ
た
し
の
ピ
ア
ノ
物
語（
ス

ト
ー
リ
ー
）～

日

時　
12
月
22
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
（
全
席
指
定
席
）

　
　
　
　
一
般
１
５
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下
５
０
０
円

※
当
日
は
５
０
０
円
増

※
未
就
学
児
入
場
不
可

※ 

本
コ
ン
サ
ー
ト
は
、（
公
財
）三
井
住
友
海
上

文
化
財
団
の
助
成
に
よ
り
特
別
料
金
に
設
定

し
て
い
ま
す
。

助

成　
（
公
財
）三
井
住
友
海
上
文
化
財
団

第
６
回
わ
ろ
て
な
！ 

狂
言
会

日

時　
令
和
７
年
２
月
16
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
（
全
席
指
定
席
）

　
　
　
　
一
般
２
千
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下
５
０
０
円

　
　
　
　
藍
住
町
民
券
１
５
０
０
円（
前
売
り
の
み
）

※
当
日
は
５
０
０
円
増

助

成　
 

徳
島
県 

と
く
し
ま
文
化
・
未
来
創

造
支
援

藍住
町民券

電子
チケット

電子
チケット

　11月８日から10日まで、総合文化ホールで町文化協会会員による第20回あいずみ文化祭が開催されました。
舞台発表や作品展示等を行い、日頃の成果を発表しました。今年は第20回あいずみ文化祭記念公演として、ゲ
ストに特定非営利活動法人太鼓の楽校をお迎えし、素晴らしい太鼓演奏を披露していただきました。町美術協
会主催の藍美展も同時開催され、絵画や書道、藍染等多くの美術作品が来場者を魅了しました。
　文化交流を目的としたあいずみ文化祭は、延べ約1,000人で賑わい、盛況のうちに終わりました。
　あいずみ文化祭の様子は、令和７年１月頃にエーアイテレビで放送予定です。
◎団体・個人会員募集
　文化協会では、団体・個人会員を募集しています。
　詳細は事務局までお問い合わせください。

問  文化協会事務局（総合文化ホール内）☎637・3344

文化交流で秋を満喫文化交流で秋を満喫
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月
届出おくやみ申し上げますおくやみ申し上げますおくやみ申し上げます 1010月

届出

▼ 

あ
い
ず
み
俳
壇（
俳
句
）と
藍
住
歌
壇（
短
歌
）を
隔
月
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
偶
数
月
：
俳
句
、
奇
数
月
：
短
歌
）

町
民
の
方
を
対
象
に
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼ ハ
ガ
キ
に
作
品（
１
人
１
句
又
は
１
首
）と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
選

考
の
上
、
直
近
の
広
報
紙
へ
掲
載
し
ま
す
。

※
読
み
仮
名
の
表
記
が
必
要
な
場
合
は
、
必
ず
読
み
仮
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

〒
７
７
１・１
２
９
２ 

奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
１　
政
策
推
進
室

ガ
ラ
ス
戸
に
子
供
の
指
紋
冬
に
入
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

善
子

凩
や
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
デ
ス
マ
ス
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

秀
明

水
中
の
足
は
小
刻
み
鴨
の
陣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
見　

啓
子

何
も
か
も
い
っ
し
ょ
双
子
の
七
五
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
塚　

梨
花

鍬
仕
舞
ふ
あ
と
の
し
ば
ら
く
秋
夕
焼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

京
湖

冬
林
檎
手
に
後
ろ
か
ら
掃
除
ロ
ボ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
田　

五
郎

納
屋
に
吊
る
干
柿
の
香
や
明
日
も
晴
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

育
子

男お
と
こ郎

花え
し

教
え
る
ワ
イ
ン
渋
強
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

園
子

新
蕎
麦
や
熊
よ
け
の
鈴
赤
を
買
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
米
川
千
代

パ
チ
パ
チ
と
庭
木
刈
り
込
む
師
走
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

正
子

五味　　靖 選

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
藍 住 町 青 少 年 相 談 室
藍住町こども家庭センター

（氏　名） （年　齢） （住　　所）

横　山　典　和 54歳 矢上字春日

葉　田　千　代 71歳 住吉字神蔵

髙　田　泰　弘 77歳 奥野字和田

浅　川　利　一 90歳 奥野字乾

生　越　万　代 98歳 矢上字西

山　田　蒔　實 84歳 勝瑞字幸島

楠　本　君　子 89歳 乙瀬字青木

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れ
るよう健康チェックや健康体操等を各地域で
開催します。
開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

12月16日 月 午前９時30分～11時 住吉老人憩の家 健康チェック
健康体操

12月1８日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
健康体操

12月1８日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
脳若トレーニング

12月20日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
いけばな

12月23日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操

12月23日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康体操

１月６日 月 午前10時～11時30分 あいずみ藍工房 健康チェック
フレイルチェックpart2

１月７日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康体操

１月８日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康体操

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。

いきいきサロンのご案内いきいきサロンのご案内

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）
多　田　澪　梨（み お り） 女 翔 吾 ・ 真 歩 笠木字西野
近　藤　珠　愛（す　 あ） 女 大 和 ・ 稀 月 勝瑞字成長近　藤　昊　愛（そ　 あ） 女
松　原　玲　奈（れ　 な） 女 啓 介 ・ 梨 絵 奥野字矢上前
橋　井　舞　龍（ま　 う） 男 廉 ・ ななり 矢上字北分
中　川　遥　斗（は る と） 男 祐 紀 ・ 美 鈴 住吉字神蔵
杉　本　灯凪都（ひ な と） 男 壮 弘 ・ 加 奈 徳命字前須西
東　中　稀　咲（き さ き） 女 俊 也 ・ 彩 加 矢上字江ノ口
西　　　胡々羽（こ こ は） 女 由 介 ・ 友里恵 乙瀬字青木
東　　　叶　空（か の あ） 女 魁 璃 ・ くるみ 富吉字穂実
大　和　幸　暖（こ は る） 女 裕 一 ・ 梨 愛 奥野字原
清　水　梨　瑚（り　 こ） 女 敏 ・ 早 代 勝瑞字正喜地
河　原　　　睦（り　 く） 男 遼 ・ 里 奈 勝瑞字西地
住　友　　　新（あ ら た） 男 慎太郎 ・ 茉 衣 奥野字原
森　内　愛　結（あ　 ゆ） 女 翔 ・ 美 結 東中富字西傍示
生　島　　　碧（あ お い） 男 力 矢 ・ あゆみ 乙瀬字青木
安　永　志　生（し　 お） 男 龍 平 ・ 奈々瀬 勝瑞字正喜地
冨　永　龍　紅（りゅうく） 男 優 弥 ・ 玲 美 矢上字安任
北　浦　成　都（な　 つ） 男 友 来 ・ 彩 奈 勝瑞字正喜地
五　王　日　翔（は る と） 男 政 樹 ・ さゆり 住吉字藤ノ木
松　前　陽　音（お　 と） 女 拓 巳 ・ 沙 倭 東中富字龍池傍示
粟　田　に　こ（に　 こ） 女 真 人 ・ 佳 奈 奥野字乾
大　西　未　朔（み の り） 女 椋 介 ・ 実 久 矢上字春日
河　野　芽　生（め　 い） 女 生 磨 ・ 風 華 東中富字東傍示
村　上　華　菜（は　 な） 女 司 ・ 成 美 住吉字江端

問  藍住町社会福祉協議会 （☎692・9951）
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MASUDA
CLINIC

増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○

○ ○ ○ ○

○
5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

じ　　び　いん こう　か

診療時間

8:45～13:00

14:30～18:00
14:00
↓
14:45

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる
西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

とくしま耳鼻科 ☜検索

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

12月29.30.31　1月1.2.3
年末年始で休診させて頂きます

　

今
年
は
、
藍
の
館
の
プ
ラ
ン
タ
ー
で

育
て
た
葉
藍
に
加
え
、
あ
い
ず
み
藍
工
房

か
ら
提
供
を
受
け
て
、
約
３
㎏
の
少
量
の

葉
藍
で
蒅す

く
も

の
製
造
を
実
験
的
に
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
無
事
に
蒅
が
完
成
し
ま

し
た
。
普
段
は
多
量
の
乾
燥
葉
か
ら
蒅
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
が
、
少
量
の
葉
藍
で
蒅

を
つ
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、「
将
来
的
に

自
分
で
手
軽
に
蒅
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
！
」と
の
想
い
が
湧
き

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

で
き
上
が
っ
た
蒅
は
少
し
寝
か
せ
て
、

１
月
か
ら
藍
建
て
を
行
い
ま
す
。
果
た

し
て
、
無
事
に
藍
液
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
協
力
隊
と
し
て
残
り
３
か
月
、

ま
だ
ま
だ
学
び
得
た
い
こ
と
は
尽
き
ま

せ
ん
が
、
最
後
ま
で
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。

　

現
在
、
藍
の
館
に
て
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
よ
る
絞
り
の
展
示
が
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

染
め
る
前
の
絞
っ
た
布
の
形
が
見
ら

れ
た
り
、
様
々
な
絞
り
の
説
明
や
作
品

な
ど
、
12
月
27
日（
金
）ま
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
ご
覧

く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し

地
域
お
こ
し
協
力
隊

協
力
隊

活
動
報
告

活
動
報
告

「人生」という物語を
主人公として生き続ける
サービス付き 高齢者向け住宅

板野郡藍住町東中富敷地傍示50番地1
TEL.088-692-8589 いつもここから.com 検索
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